
令和６年度 第２回 山形県熱中症対策調整会議 

日時：令和６年11月８日（金）午後３時30分から 

場所：県庁３階 災害対策室 

次 第 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 協 議 

（１）今夏における熱中症警戒アラート等の発表状況について

（２）今夏における熱中症による救急搬送状況について

（３）今夏における熱中症対策に係る主な取組状況について 

① 児童養護施設の熱中症対策に係る支援

② 公立学校における熱中症対策

③ 熱中症予防の注意喚起

④ クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）に係る支援

⑤ その他

４ その他 

５ 閉会 
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熱中症特別警戒アラート

R3 R4 R5 R6 R6

北海道 5 0 9 1 0

青森 5 0 16 1 0

秋田 8 0 17 1 0

岩手 7 0 22 3 0

宮城 8 0 10 1 0

山形 14 1 24 4 0

福島 8 2 19 12 0

茨城 7 14 16 26 0

栃木 8 12 7 13 0

群馬 15 13 17 22 0

埼玉 7 16 25 23 0

東京 7 10 26 37 0

千葉 8 12 34 39 0

神奈川 10 10 26 37 0

長野 3 7 13 19 0

山梨 12 13 22 31 0

静岡 7 7 29 44 0

愛知 21 13 28 46 0

岐阜 8 2 9 20 0

三重 17 24 34 52 0

新潟 16 17 42 21 0

富山 8 4 29 9 0

石川 14 18 36 17 0

福井 10 12 28 23 0

滋賀 8 8 23 23 0

京都 12 20 29 33 0

大阪 1 13 19 30 0

兵庫 11 25 31 58 0

奈良 0 5 5 32 0

和歌山 15 32 38 65 0

岡山 12 13 15 37 0

広島 21 26 30 47 0

島根 13 21 31 41 0

鳥取 16 17 32 40 0

徳島 12 32 25 47 0

香川 16 30 30 44 0

愛媛 15 33 31 47 0

高知 8 21 32 50 0

山口 7 17 19 39 0

福岡 23 30 28 57 0

大分 20 40 23 50 0

長崎 21 40 42 67 0

佐賀 5 15 19 37 0

熊本 27 36 40 61 0

宮崎 8 28 28 50 0

鹿児島
（奄美地方除く）

26 48 41 64 0

沖縄
（本島分）

15 35 24 56 0

合計 545 792 1173 1577 0

熱中症警戒アラート
都道府県

資 料 １

令和６年11月８日

環境エネルギー部※ 令和６年度のアラート運用期間：R6.4.24(水)～10.23(水)

熱中症警戒アラート等の発表状況について
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◎ 熱中症警戒アラート及び熱中症特別警戒アラートの概要

熱中症警戒アラート 

（熱中症警戒情報） 

熱中症特別警戒アラート 

（熱中症特別警戒情報） 

発表基準 

府県予報区等※内において、いずれかの暑さ

指数情報提供地点における、翌日・当日の日

最高暑さ指数(WBGT)が 33に達する場合 

※北海道と沖縄県以外は各都府県単位

都道府県内において、全ての暑さ指数情報

提供地点※で翌日の日最高暑さ指数(WBGT)

が 35に達する場合 

※本県：20か所

発表時間 
原則、前日 17 時及び当日５時時点における

予測値を基に発表 

原則、前日の 10時時点における翌日の予測

値で判断し、前日 14時に発表 

地域単位 府県予報区等 都道府県単位 

◎ 熱中症警戒アラート等の運用期間

環境省が定める「熱中症特別警戒情報等の運用に関する指針」において、運用期間は原則、 

「４月第４水曜日から 10 月第４水曜日まで」とされている（ただし、今後温暖化の影響で、  

早期の注意が必要な可能性があるため、４月１日からの運用等については、引き続き環境省にて 

検討を行うこととされている。） 

＜参考＞
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令和６年 10 月 29 日 

防災くらし安心 部 

令和６年（５月から９月）の熱中症による救急搬送状況について 

県内の熱中症による救急搬送人員について、令和６年５月から９月の確定値を取

りまとめましたので、その概要を公表します。 

○ 令和６年５月から９月の県内における熱中症による救急搬送人員は、673 人と

なっており、これは、調査を開始した平成 20年以降で令和５年、令和元年に次ぐ

３番目の多さとなっています。 

○ 年齢区分別、初診時における傷病程度別等の内訳は次のとおりです。

・ 年齢区分別では、高齢者が最も多く、次いで成人、少年、乳幼児の順。

・ 初診時における傷病程度別にみると、軽症が最も多く、次いで中等症。なお、

死亡者は１名。 

死 亡  初診時において死亡が確認されたもの 

重 症  傷病程度が 3週間以上の入院加療を必要とするもの 

中等症  傷病程度が重症または軽症以外のもの 

軽 症  傷病程度が入院加療を必要としないもの 

その他  医師の診断がないもの及び傷病程度が判明しないもの、その他の場所

へ搬送したもの 

・ 発生場所別の救急搬送人員をみると、住居が最も多く、次いで道路、公衆出

入場所（屋外）、工場・工事現場等の順。 

住  居 敷地内全ての場所を含む 

工場、工事現場等 道路工事現場、工場、作業所等 

田畑、森林等  田畑、森林、海、川等（農・畜・水産作業の場合のみ） 

教育機関    幼稚園、保育園、小・中・高等学校、専門学校、大学等 

公衆出入場所〔屋内〕 不特定者が出入りする場所の屋内部分 

（例：劇場、飲食店、百貨店、病院、公衆浴場 等） 

公衆出入場所〔屋外〕 不特定者が出入りする場所の屋外部分 

（例：競技場、各対象物の屋外駐車場、駅（屋外ホーム）等） 

道 路    一般道路、歩道、有料道路、高速道路 

そ の 他 上記に該当しない項目 

資 料 ２
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１　年齢及び傷病程度別（初診時） （単位：人、％）

新生児
(生後28
日未満)

乳幼児
(7歳
未満)

少年
(18歳
未満)

成人
(65歳
未満)

高齢者
(65歳
以上)

死亡 重症 中等症 軽症 その他

608 0 3 51 156 398 4 22 221 354 7

（構成比） 0.0% 0.5% 8.4% 25.7% 65.5% 0.7% 3.6% 36.3% 58.2% 1.2%

597 0 1 59 167 370 4 25 209 318 41

（構成比） 0.0% 0.2% 9.9% 28.0% 62.0% 0.7% 4.2% 35.0% 53.3% 6.9%

552 0 2 68 140 342 1 10 166 347 28

（構成比） 0.0% 0.4% 12.3% 25.4% 62.0% 0.2% 1.8% 30.1% 62.9% 5.1%

1,111 0 7 96 341 667 4 44 275 760 28

（構成比） 0.0% 0.6% 8.6% 30.7% 60.0% 0.4% 4.0% 24.8% 68.4% 2.5%

673 0 1 58 193 421 1 16 198 455 3

（構成比） 0.0% 0.1% 8.6% 28.7% 62.6% 0.1% 2.4% 29.4% 67.6% 0.4%

対R5同期比 ▲ 438 ＋ 0 ▲ 6 ▲ 38 ▲ 148 ▲ 246 ▲ 3 ▲ 28 ▲ 77 ▲ 305 ▲ 25

対R4同期比 ＋ 121 ＋ 0 ▲ 1 ▲ 10 ＋ 53 ＋ 79 ＋ 0 ＋ 6 ＋ 32 ＋ 108 ▲ 25

２　発生場所別 （単位：人）

屋内 屋外

令和２年 608 297 70 35 26 32 58 54 36

令和３年 597 272 62 25 27 28 74 54 55

令和４年 552 237 57 25 37 26 76 61 33

令和５年 1,111 523 122 40 38 66 131 124 67

令和６年 673 303 63 20 18 52 83 90 44

対R5同期比 ▲ 438 ▲ 220 ▲ 59 ▲ 20 ▲ 20 ▲ 14 ▲ 48 ▲ 34 ▲ 23

対R4同期比 ＋ 121 ＋ 66 ＋ 6 ▲ 5 ▲ 19 ＋ 26 ＋ 7 ＋ 29 ＋ 11

３　月別（Ｒ２～Ｒ６） （単位：人）

５月 ６月 ７月 ８月 ９月
5～9月
計

6～9月
計

令和２年 61 68 387 92 608

令和３年 14 66 262 238 17 597 583

令和４年 38 94 239 139 42 552 514

令和５年 29 70 310 600 102 1,111 1,082

令和６年 25 86 188 321 53 673 648

年
搬送
人員数

住居
工場、
工事
現場等

田畑、
森林等

【集計対象】５月から９月に救急搬送した熱中症（疑い含む）の傷病者の人員数
※※※※

５月から９月の県内の熱中症による救急搬送状況（Ｒ２～Ｒ６）

年
搬送
人員数

年齢区分 初診時における傷病程度

令和３年

令和４年

令和６年

令和２年

※ 令和２年の調査期間は、６月から９月

令和５年

公衆出入場所
道路 その他

教育
機関
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（注） 調査期間は下記のとおり。

Ｒ６年 ： ４月２９日～１０月６日

Ｒ５年 ： ５月１日～１０月１日

Ｒ４年 ： ４月２５日～１０月２日

18

20

22

24

26

28

30

32

34

36

38

0

20

40

60

80

100

120

140

160

週ごとの県内搬送状況及び最高気温平均（山形市）
℃人

4月 5月 6月

搬送人員数

最高気温平均

R4年

R4年

R6年

R5年

R5年

R6年
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県内の熱中症における救急搬送人員の状況（H２０～）

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合計

Ｈ２０ － － 66 72 19 157

Ｈ２１ － － 46 33 5 84

Ｈ２２ － 39 152 367 33 591

Ｈ２３ － 39 173 104 29 345

Ｈ２４ － 38 145 227 38 448

Ｈ２５ 3 59 54 172 24 312

Ｈ２６ 13 50 141 167 8 379

Ｈ２７ 48 46 217 142 8 461

Ｈ２８ 32 47 95 177 42 393

Ｈ２９ 28 35 232 103 7 405

Ｈ３０ 18 73 372 196 10 669

Ｒ 元 50 31 163 447 74 765

Ｒ　２ － 61 68 387 92 608

Ｒ　３ 14 66 262 238 17 597

Ｒ　４ 38 94 239 139 42 552

Ｒ　５ 29 70 310 600 102 1,111

Ｒ　６ 25 86 188 321 53 673

注：令和２年及び平成２２～２４年の調査期間は６月～９月、平成２０年・２１年の調査期間は７月～９月。
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児童養護施設冷房機器導入支援事業

● 県内の児童養護施設における熱中症対策として、体育

館などの屋内運動施設に、運動中の定期的なクールダウ

ンに利用するための可搬式の冷房機器を設置・整備する

事業に対し助成するもの。

目 的 事業実績

◆導入実績 （実績額：3,699千円）

①：山形学園（山形市）

②：寒河江学園（寒河江市）

③：双葉荘（新庄市）

④：興望館（米沢市）

⑤：七窪思恩園（鶴岡市）

担当課：しあわせ子育て応援部 子ども家庭福祉課 予算額（R6当初）：5,000千円

事業内容

◆山形県児童養護施設冷房機器導入支援事業費補助金

・補助額：上限額 1,000千円（１施設あたり）

・補助率：１０／１０

・対象経費：可搬式冷房機器の購入費及び当該機器の稼働

に必要となる電気工事費

資料３－１

令 和 ６ 年 1 1 月 ８ 日

しあわせ子育て応援部



公立学校における熱中症事故防止の取組みについて 

１ 令和６年度学校管理下における熱中症受診状況（４～９月） 

（１）熱中症による医療機関受診数 （人） 

令和６年度 令和 5年度 

４～9 月 

令和４年度 

４～9 月 
４～６月 ７月 ８月 ９月 合 計 

小学校 8 5 2 ２ 17 45 32 

中学校 19 13 6 ４ 42 78 73 

高等学校 8 6 13 １ 28 53 41 

特別支援学校 0 0 0 ０ 0 1 4 

合 計 35 24 21 ７ 87 177 150 

（２）行動別医療機関受診数 （人） 

運動中 授業中 その他 部活動中 不明 合 計 

小学校 5 0 10 0 2 17 

中学校 4 1 5 31 1 42 

高等学校 3 4 6 13 2 28 

特別支援学校 0 0 0 0 0 0 

合 計 12 5 21 44 5 87 

※運動中…体育の授業や体育行事、授業中…教室等授業中、その他…休み時間等を含む

２ 令和６年度の県教育委員会の取組み 

（１）熱中症事故防止に向けて例年より早期から随時注意喚起を実施

○ ４月８日に県内で夏日となった地点があったこと等を踏まえ、４月９日、県立学

校及び市町村教育委員会に対し対策徹底を要請する通知を発出し、以降、事故防止

に向けた適切なタイミングを見計り、随時注意喚起を実施 

○ 年度当初の各種会議（各学校長会議、県市町村教委教育長会議等）において、学

校長及び教育長に対し直接対策徹底を呼びかけ 

○ ４月 25日、市町村教育委員会主管課長会議を開催し対策徹底を要請

資 料 ３ － ２ 

令和６年 11 月８日 

教 育 局 
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（２）運動会・体育祭の実施時期の見直し

○ 令和５年 12月、昨夏の猛暑の状況を踏まえ、令和６年度の運動会・体育祭の実施

について、猛暑が予想される時期※を避けるよう各公立学校に要請 

○ 令和６年度に運動会等を計画した 374 校のうち、366 校が猛暑が予想される時期

以外に実施を計画。猛暑が予想される時期に計画した８校は、空調設備がある屋内

での実施等を計画 

（参考）令和５年度当初、猛暑が予想される時期に計画していた学校：105校 

○ 実施時期に拘らず、当日の気象条件の確認や児童生徒の健康観察を丁寧に実施す

ること等について、市町村教育委員会と連携して各学校に指導 

※猛暑が予想される時期…令和５年度に熱中症警戒アラートが本県に発表された７月下旬から９月上旬を想定

（３）各種大会における事故防止対策の徹底

○ 各学校体育団体に対し、年度当初より事故防止対策の徹底を要請

○ 大会等における熱中症事案の発生状況を踏まえ、暑さ指数によらず、状況に応じ

躊躇ない計画変更等の判断も含めた対応を行うよう機会あるごとに注意喚起 

以上 
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令和６年度 熱中症予防の周知啓発 

１ 熱中症予防啓発に係る県統一チラシ［別添］作成及び各市町村への送付：５月中に済み 

各市町村の要望枚数を送付し、市町村回覧板等による周知を依頼 

あわせて、市町村広報誌にも活用できるよう、データをメール送信 

２ 関係機関への熱中症対策に係る国からの周知及び依頼：５月22日付事務連絡 

「令和６年度における熱中症対策について（周知及び依頼）」 

環境企画課より関係部署へメール送信済み（5/24） 

３ 「県民のあゆみ」令和６年７月号での特集記事による啓発 

４ 県ホームページにおける啓発 

熱中症の特徴、予防・対処方法、熱中症警戒アラート等を掲載 

トップページバナー（7～8月）

５ プレスリリースによる啓発：４月12日、４月25日、６月11日、８月２日 

６ ＳＮＳ（フェイスブック、Ｘ）による啓発：４月12日、４月25日、６月11日 

７ 県政ラジオによる啓発（6/3～9/中旬） 

８ 知事定例記者会見での啓発：４月26日、８月８日 

９ 県政広報番組「やまがたサンデー５」（山形放送）による啓発 

県からのお知らせ：6/23放送回 

本テーマ：8/4放送回（クーリングシェルター等環エネ部とセットで） 

10 熱中症予防ポスター（山形県と大塚製薬との包括連携協定に基づくもの）による啓発 

【送付先】 各市町村・各保健所 

11 包括連携協定に基づくチラシ設置による啓発：７月 

・ローソン県内108店舗、イオン米沢店

12 保健所による熱中症対策 

・事業所等を対象に出前講座の実施・啓発資材の配布

・総合支庁や保健所庁舎内で啓発資材を掲示

13 被災者等への感染症及び熱中症予防対策に係る注意喚起 

大雨災害を受け、被災自治体へ感染症及び熱中症予防の注意喚起について通知

するとともに、県ホームページやチラシ等で呼びかけを実施 
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No. 市町村名 指定施設数 摘要 No. 市町村名 指定施設数 摘要

1 山形市 54 19 大江町 7

2 米沢市 40 20 大石田町 2

3 鶴岡市 59 21 金山町 4

4 酒田市 12 22 最上町 2

5 新庄市 22 23 舟形町 5

6 寒河江市 11 24 真室川町 8

7 上山市 14 25 大蔵村 3

8 村山市 12 26 鮭川村 2

9 長井市 8 27 戸沢村 3

10 天童市 18 28 高畠町 9

11 東根市 12 29 川西町 9

12 尾花沢市 7 30 小国町 3

13 南陽市 13 31 白鷹町 9

14 山辺町 4 32 飯豊町 8

15 中山町 4 33 三川町 6

16 河北町 12 34 庄内町 9

17 西川町 3 35 遊佐町 9

18 朝日町 3 406合計

資料３－４

令和６年11月８日

環境エネルギー部

市町村におけるクーリングシェルターの指定について（R6.10月23日までに指定を受けた施設）
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